
テーマ   「自分らしさ」について考える 

タイトル  好きなものいろいろ 

 

【学習のポイント】 

〇人の好きなものや好きなことなどは多様であることを理解する。 

〇それぞれの人の「自分らしさ」を肯定的に考えることができる。 

 

【進め方】（９０分） 

流れ 分 主な活動 主な発問等 留意点 

導入 ３ 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

（13/ 

  13） 

１ 活動のねらい、話

合いのルールを確認

する。 

 

 

２ アイスブレイク 

■「自分らしさ」について考えていく

ことを伝える。 

■まじめなおしゃべりをしながら、「テ

ーマ」について理解を深める活動で

あることを伝える。 

■グループごとに、１人２分以内で自

己紹介と、「○○といえば。また、そ

の理由」を話しましょう。 

（例 「雪」と聞いてイメージしたり

思い出したりすること） 

■話す順番は、じゃんけんで決めまし

ょう。 

◆おしゃべりのルール（参

加・尊重・守秘）について

説明する。 

 

 

◆１グループの人数は、４

～５人とする。 

◆話しやすい雰囲気になる

ように場を和ませる。 

展開

１ 

４ 

 

 

２ 

 

 

 

１０ 

 

（16/ 

  29） 

３ 自分の好きなもの

や好きなことについ

て考える。 

 

 

 

 

■ワークシートに自分の好きなものや

好きなことなどを思いつくままに

書きましょう。 

■紹介したいものに、５番目まで順番

をつけましょう。また、なぜその５

つにしたのか、その理由を考えまし

ょう。 

■同じグループの人に５番目まで紹介

しましょう。 

◆ワークシートはあらかじ

め配布しておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開

２ 

５ 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

４ 身近にいる子ども

の好きなものや好き

なことについて考え

る。 

 

 

 

 

 

■自分の子ども（孫、いとこなど身近

な人）を一人思い浮かべましょう。

その子に買ってあげたいものを「好

きなものシール」から選び、ワーク

シート（裏面）に貼りましょう。 

■思い浮かべた子どもの性別に従っ

て、模造紙にワークシートを置き、

一人ずつ紹介しましょう。 

 

◆「好きなものシール」を配

布する。 

 

 

 

◆性別が不明、あるいは意

識していなかった場合

は、台紙を模造紙の真ん

中あたりに置くよう伝える。 

【２４】 



８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

（18/ 

47） 

５ 男らしさ、女らし

さとは何かについて

考える。 

 

 

 

 

 

■性別や人によってどのような違いが

ありますか。違いがあれば、その理

由をグループで話し合いましょう。 

■好きなものカードを使って、模造紙

上で自由にカードを動かしながら

話し合ってもよいです。 

 

◆主として性別による違い

について考えてもらう。 

◆性別がみんな同じで比較

できないときには、選ば

れなかったシール（カー

ド）は、なぜ選ばれなかっ

たのかを考えてもらう。 

◆違いだけでなく、気づい

たことや思ったことなど

も話してもらうよう指示

する。 

展開

３ 

４ 

 

 

 

 

 

１２ 

 

 

 

 

２０ 

 

 

 

（36/ 

83） 

６ 保護者としてでき

ることを考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ ワールドカフェ方

式で意見を交流す

る。 

（５分×３セット） 

 

■保護者として（社会の一員として）、

「自分や子どもが安心して好きな

ものや好きなことを『好き』と言え

るようになるためには、どうしたら

よいのか」を考え、付箋に書きまし

ょう。 

■模造紙に付箋を貼りながら、一人ず

つ紹介しましょう。その後、グルー

プで話し合い、模造紙に意見等を書

き込みましょう。 

 

■ホストの人はグループに残り、その

他の人は違うグループに行って意見

の交流をしましょう。 

■３回目は自分のグループで、どんな

話があったのか伝えましょう。 

◆展開 1 で、５番目までに

選ばなかったもの（こと）

の理由も振り返りながら

考えてもらう。 

 

 

◆模造紙の裏面に書くよう

に指示する。 

 

 

 

◆ワールドカフェの方法に

ついて簡単に説明（別添

資料参照）し、ホスト役を

決めるよう指示する。 

（時間によってはギャラリ

ーウォークでもよい） 

まとめ ４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

（7/ 

  90） 

８ ファシリテーター

によるまとめを聞く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ アンケートを書

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「自分らしさ」は人によってそれぞれ。人に決められるものではない。 

■男だから、女だからという偏った考え方（ステレオタイプ）ではなく、その

人を主体として考えることが大切。 

■東京オリンピックのテーマにもあった「多様性と調和」、一人一人がお互いの

違いを認め合うことができる、そんな素敵な毎日が送れるとよい。 

※「鳥取県性にかかわりなく誰もが共同参画できる社会づくり計画」の内容

や、アンコンシャス・バイアスについてもふれられるようなら伝える。 



【配布資料】 

〇〇学校 PTA研修 

「自分らしさ」について考える～好きなものいろいろ～ 

 

☆自分の好きなもの（こと、人） 

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 



（  ）  
                                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

裏 



【模造紙（表面）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【模造紙（裏面）】

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男 女 

自分やこどもが安心して好きなものや好きなことを「好き」と言えるよ

うになるためには、どうしたらよいでしょう。 



 

 

 

 

 

 

 

ズボン 

 

 

 

 

 

 

スカート 

 

 

 

 

 

 

将棋 

 

 

 

 

 

 

 

オセロ 

  
 
 
 

 
 

ドレス 

 
 
 
 

 
 

楽器 

 
 
 
 

 
 

サッカーボール 

 
 
 
 

 
 

虫 

 
 
 
 
 

 
ミニカー 

 
 
 
 
 

 
ゲーム 

 

 
 
 
 
 

 
花 

 

 
 
 
 
 

 
宝石のおもちゃ 

 
 
 
 
 
 
 

ぬいぐるみ 

 

 

 

 

 

 

人形 

 
 
 
 
 

 
戦隊ヒーロー 

 
 
 
 
 

 
野球道具 

 
 

 
 
 

 
バドミントンラケット 

 
 

 
 
 

 
ボクシンググローブ 

 
 

 
 
 

 
折り紙 

 
 

 
 
 

 
ままごとセット 



【参考資料】 

 

 

 

 

＜ワールドカフェとは？＞ 

「ワールドカフェ」とは、カフェで会話をするように、気楽な雰囲気の中で意見

を出し合う手法です。時間を区切って他のテーブルに移動し、別の人たちとの会

話を楽しむことができます。 

 

流れ 

【第１ラウンド】 テーブルホストになった人は席に残り、それ以外の方は別のテ

ーブルに移動して話合いをします。 

【第２ラウンド】 テーブルホストはそのまま残り（交代することも可）、それ以

外の方は、また別のテーブルに移動して話合いをします。 

【第３ラウンド】 最初のテーブル（自席）にもどり、まずは、別のグループでど

んな話になったのかテーブルホストの人に伝えてあげましょ

う。次に、テーブルホストの人が他のメンバーにどんな話題が

あったのか伝えましょう。最後にメンバー全員で感想などを出

し合い、わかちあいをします。 

 

テーブルホストの役割 

１．はじめのグループから動かず、そのグループに残ります。 

２．新しいメンバーに、模造紙に書いてあることなどの説明をしたり、質問に

答えたりします。（なるべく短く、簡潔に） 

３．グループの一人だけがずっと話してしまうことがないよう、気をつけます。 

 


